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【女性が活躍する社会と
男女共同参画の取り組み】

❖平成11年６月 男女共同参画社会基本法

の成立

❖平成12年６月 国立大学協会

提案書 「国立大学における男女共同参画を推進す
るために」 平成22年までに女性教員比
率20％を目指す

◆科学技術基本計画（平成7年） 5年ごと

女性研究者比率 第３期 目標：25％

第４期 目標：30％（H23〜27年）



【女性が活躍する社会と
男女共同参画の取り組み】

＜世界の女性研究者＞

台湾 20％ 韓国 15.6％

シンガポール 23.9％

アメリカ 34.3％ イギリス 37.9％

日本：13.8％（平成23年度）

・毎年0.2％ずつ増加

・理学・工学・農学の比率低い



＜女性研究者比率＞

☆国立大学協会の実施した第11回追跡調査

（平成27年度）

☆女性研究者比率： 14.7％

（前年比 0.6ポイント増）

☆女性学生比率

学部学生 37.1％

修士 25.5％

博士 27.8％



＜大学における男女共同参画の戦略＞
（アクションプラン）

➢男女共同参画推進体制の整備

（男女共同参画室の設置）

➢女性教員比率拡大：数値目標の決定

➢就業環境の整備・充実

➢意識啓発の推進



＜大学における男女共同参画の戦略＞

➢男女共同参画推進体制の整備

（男女共同参画室の設置）

国立大学 98.8％で体制整備

（問題点）

大きな大学の場合

小さな大学の場合



それでは獣医系大学の現状は？

➢私立大学を含めた教員男女比の網羅的調査は見
つけられない

➢ここ数年で女性教員の数は増えている

➢しかし、10％以下の大学も存在

（平成22年度 4.9％）

私立大学では女子学生の比率が比較的高い

女性教員の増加は急務



岩手大学の場合

➢ 獣医学系教員総数： 31名

➢ 女性教員数 ： 6名 （19.4％）

獣医学系大学の中では比較的高い比率



岩手大学共同獣医学科

獣医解剖学 教授
准教授

小動物病態内科学 教授
助教

獣医生理学 教授
准教授

小動物病態診断学 教授
助教・助教

実験動物学 教授
准教授

小動物外科学 准教授

比較薬理毒性学 教授
准教授

画像診断学 教授
准教授

獣医病理学 教授・教授
助教

産業動物内科学 教授
准教授

獣医微生物学 教授
准教授

産業動物臨床学 教授
准教授

獣医公衆衛生学 教授
助教

繁殖機能制御学 教授

獣医環境衛生学 教授 獣医寄生虫病学 教授
助教



女性研究者に対する支援体制
（岩手大学の場合）



全体 うち女性 女性比率
（％）

学部生 ４８００ １９０６ 39.7

大学院生 ８１２ １６９ 20.8

教員(含役員) ４１２ ５６ 13.6

職員 ２６５ ８７ 32.8

【 学部生・大学院生 】

学部・研究科 全体 うち女性 女性比率(％)

人文社会科学部 939 54６ 58.1

教育学部 997 563 56.5

理工学部 1841 265 14.4

農学部 1023 532 52.0

人文社会科学研究科 30 22 73.3

教育学研究科 54 26 48.1

工学研究科（博士前期） 437 44 10.1

農学研究科 107 44 41.1

工学研究科（博士後期） 55 7 12.7

連合農学研究科 129 26 20.2

【 教員】

学 部 全体 うち女性 女性比率
（％）

人文社会科学部 67 13 19.4

教育学部 73 10 13.7

理工学部 130 8 6.2

農学部 105 13 12.4

その他 29 11 37.9

数値は201６年5月1日現在

岩手大学の現状



女性教員比率は６８位（国立８６大学中）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

出典：国立大学における男女共同参画推進の実施に関する第1３回追跡調査報告書（国立大学協会）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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岩手大学の男女共同参画推進の取組
岩手の“大地”と“ひと”とともに

両立支援

育児や介護にかかわる休暇・休業
制度拡充、利用促進
病児・病後児保育、学童保育、
休日保育等への支援 等

学生教育

男女共同参画推進学生委員会の
活動支援
次世代育成サポーター養成と
活動体制整備 等

大学の運営

女性教職員の積極的登用・
女性参画の拡大
女性教員比率の目標達成・
進捗状況公表 等

教育研究活動支援

研究支援者・補助者の配置
出産・育児休業取得支援
（産休支援教員配置）
両住まい手当
優秀女性大学院生学長表彰

等

地域社会への発信
→先導

関係機関との連携
産学官民連携による多様な
キャリアパス構築
理系女子児童・生徒の育成

等

行動計画2013-2017から
第３期中期目標2016-2021へ

男女共同参画推進室作成



取組と成果（1）―両立支援

岩手の“大地”と“ひと”と共に

【取組内容】

•学内保育スペース整備

•病児・病後児保育支援
•夏季休暇中の学童保育
•休日出勤時託児費用補助
•配偶者転勤等同伴休業新設
•子育て・介護関連休暇・休業拡
充、利用促進
•ワーク・ライフ・バランス相談

【成果】

女性研究者の離職ゼロ
（キャリアアップをめざした他大学への転出を除く）

岩手大学が女性研究者を
積極的に支援する姿勢が
感じられ、安心して岩手大学
に残れるとの思いにつながっ
ている

事業所内保育所設置運営に向け
地元銀行と協定書締結

2017.1.11
男女共同参画推進室作成



両 立 支 援 へ の チ ャ レ ン ジ

・次世代育成支援職員制度
育児休業中と同様に、産前産後休暇中にも、支援教員・職員を採用・配置

試行期間中（約1年間）に3件の実績
→2016年度より職員を含め制度化

・両住まい手当
就業上の理由で日常的に配偶者（法律婚に限定しない）と住まいを別に
する両住まい（2か所居住）をせざるを得ない教員を支援する手当（2011年度～）

女性１１名（ほぼ4人に1人）、男性１７名が受給 （2015年度）

新学期に合わせ、産休前の4月から
配置された支援教員と出産予定の教員

岩手の“大地”と“ひと”と共に 男女共同参画推進室作成



取組と成果（２）―研究活動支援

岩手の“大地”と“ひと”と共に

【取組内容】
文部科学省ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ研究環境実現ｲﾆ

ｼｱﾃｨﾌﾞ（牽引型）「ダイバーシティ実
現で北東北の未来を先導」
・研究支援者・補助者の配置
・共同研究支援

計22件採択

・研究・交流フェア

・研究リーダー力向上支援セミナー

【成果】

女性研究者の業績向上

共同研究経過報告（ポスター展）

科研費の新規採択数の推移



取組と成果（３）―学生教育と裾野拡大

岩手の“大地”と“ひと”と共に

【取組内容】

•男女共同参画推進学生委員会
の活動支援
•次世代育成サポーター養成と
活動体制整備

•優秀女性大学院生学長表彰

【成果】

学長表彰者が研究員として活躍

学生が啓発冊子を作成

学会で最優秀ボスター賞受賞
修了後は国立研究開発法人の研究員に

学長表彰優秀賞は、学会への参加を
決めるきっかけとなり、ご支援に深く感
謝しています。



男女共同参画の視点を大切にした復興支援

災害時における女性特有のニーズに
対する配慮不足への対応

災害対応におけるジェンダー視点や
多様性尊重に関する情報発信・意識啓発

被災した乳幼児を持つ母親・妊婦を対象とした
プログラムを支援（2011年4～5月）

計9回のシンポジウム、学習会等の開催
（2011年4月～2017年1月）政策決定過程に向けた取組

県主催の女性との意見交換会（計4回）での提言とりまとめ（2011年7月～2013年1月）
岩手県東日本大震災津波復興委員会女性参画推進専門委員会委員長（2014年4月～）

岩手の“大地”と“ひと”と共に



北東北国立３大学との連携

岩手大・秋田大・弘前大を会場に毎年シンポジウム開催（2010年度～、計7回）
北東北国立3大学連携推進会議に、男女共同参画推進を位置づけ（2011年度～）

岩手の“大地”と“ひと”と共に



岩手大学男女共同参画推進学生委員会
(ＧＥＳＣＯ)

➢岩手大学男女共同参画推進学生委員会（Gender 

Equality Students' Committee （通称：GESCO

（ジェスコ））は、2011年5月に発足した学生のグ
ループです。

➢性別にかかわらず岩手大学生が過ごしやすいキャ
ンパスになるように、一人ひとりが意見を持ち寄り、
一緒に考えたりアクションを起こしたりしながら自分
たちのペースを大切に活動しています。

デートDV予防啓発リーフレット完成



岩手大学男女共同参画推進学生委員会
(ＧＥＳＣＯ)

＜活動内容＞

➢ 「第1回女性の活躍促進プラン学生コンペティション」
出場

➢ＮＷＥＣフォーラム参加報告会

➢デートＤＶ講座

➢青森女性センターヒアリング

➢デートDV予防啓発リーフレット完成

➢講習会「きちんと知って、いい恋しよう。 「デートDV

の知識とその対応」



学生に対する取り組み
ー育てる試み、供給するためにー

「ロールモデル」 「キャリアガイダンス」

なるべく早い時期から自覚させる

中学生・高校生

女性の獣医学研究者を育てる：供給が大事



取りわけ重要なのは

• 獣医学教育を受ける女子学生の身近に

↓

「元気に働く女性教員の存在」

（教員の女性比率を早急に上昇させる必要！）

需要と供給

これのバランスが重要



女性獣医師の就業を支援するための
学生向けセミナー

• 日本獣医師会の取り組み

• 今年度から全ての獣医系大学で実施

↓

セミナー後の質疑応答

アンケート

いろいろな意見が出て興味深い！



夢を持てる社会を目指して

頑張ろう、女性獣医師！


